
1.5.5 商業

平成26年もこおける卸売・小売事実所数に酷事業所で従業音数は96名であり、年間商稲

熊売粒鮪 2,0船首方円←つまっている {平成 26ィー‐商業統計調査) 従業者数及び売場面積は

増加」しているものの、専業所数及び年間商結球発綾は減少傾向・なっている。

バイオガスプラントはエネルギーを土むだけでなく、消化液を使った有*幾農産物の生産、

力utや余剰熱を使った新産業の創出など商業関連の産業への波及効果も期待できる。

表 商業の動向

　
　　　　　
　
　　　　　　　　

2()○・ア:半成 19)14 64 2,810 1,200

2014{ 軍旗 26) 13 96 2,OBO I.615

出典 :商業船計調金

1.5.6 工業 (製造業)

2014Gた成 26)年における事業所数は 3事業所、従業者数は 27名で年間生産欲村 Sる,1:{H

万H となっていろ (雫成 2G 年工業統計調金)。年によって変動はやや大きいものの、事業

所数、従業員数、製造品出荷額及び付力u価値頒 rナペて減少傾向に餅移している‘

バイ ・ガスプラン 1・が尊人された場合、建設はもちろん麓工管理、電気・水難 -.事、メ

ンテナンス等、村内の建設業者や設備業老、製造業音お活躍する機会が多いため、地域内

-ぐの経済術紫が1更られる‘また、ふん尿輸送や消化液散布、充電などのバイオガスプラン

トの運営に緋綾的に必要な事業も生まれてくる,,

表 事業所数、従業者数及び製造品出荷額等の推移 (従業者4人以上)の推移
ー

-

1 聴 f寸加同区額害

(万円)」

3

3

3

3

そ窓業員数
出荷額

(人)
(万円)

事業所数

2002 (平成 14

2003 (平成 15′

2004 -平成 161

2〔X)5 1iF成「7}

37 104092

41 95,313

33 90,175

26 75,057

46065

43,346

43,634

25,818
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2007 1平成 191 4 21 16,201 9,456

20()8 ー平成 201

2009 ー平成 21:

2010 (半成 22}
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40、537

44,750

イ1,929

25,234

22243

22,164

2012 平成24) Q
U

コ
)
(
0

24

35

27

34,750

39,541

55,138

20,825

17,49420f3

2014

平成 25)

半成26) 25,072

2006 {平成 18ー 4 28 33,701 22,681

16,201

3

(*“)半歳 11~17 年のー付加価値積零」の市町村別数値だっ、、‐ては、経済産業省ホームペ・ジ

掲載の緑計炎より転記したものである。

出典 :T業統計調査

1.6 再生可能エネルギーの取組

・村内でのバイオガスプラントの取り組み

木材の清和農場では、平成 15年に乳すふん尿を妹料とするバイオガスプラン ;・(継産ヤ

イ20頭分、27.3t,′日) を全額自己資金で導入し、現在も稼働している“生i坐したバイオガ

ス緑メタン発-俸槽の加湿に使用し、発電はしていない。なお、発酵後の消化油:1牧草地に

還元しさそしている‘

ふん尿にr舎 .二Eれる固形分は固形分離機で回収され、再生敦料とLて利用している。主な

設備÷,t原料槽 98司、嫌気性発酵傭船 lr'、消化液貯留槽 3,600 111お」‐てドガスホルダー‐19「「『

×2基などである ガスボイラー (120M憶Lh) の他、灯油ボイラー 020Mcal/hX2 荒) を

備えている。

　　 　　　

バイオガスプラント全景

…
・▲'‘

」檀一喝r -
′ ↓

‐ 【-. -- -
- - -

　　

バイオガスプラント全景 1 発酵糟 堆肥撹枠機
写真 清和農場バイオガスプラント施設

・太陽光発電施設の稼働状況

両生 ul能ェネルギーの取組み :して、小村では 2011(平成 23)年度ふり体宅用太陽光発高



設備への補助事業を実施しており、20t5(平成 2?)斗度まで -ぐ14f生 罰 79.S651畑 の′r.カーぐ

ある。民間企業による太陽光馨電施設は、建設中を含めると2015(平成 27)年度までに 3件、

計 3,R7;;畑 の出力である。

表 住宅用太陽光発電設備への補助事業の状況

i 年 度 太陽光発電榊 }

! 2o「I{平成 23}年度 6.68

20f2( 平成 24)年度 1282

2013( 平成 25:年度

2014(平成261年度

2015. 平成 27-年度

合 計

表 再生可能エネルギー導入量の推移 (平成 26年 7月末時点)

太陽光発電設備!に~紬 合計

1okW 末編 1okW 以上

移行認定分
導入容量

弟「親認定分

議す容量 新規認定分

123‐8 0 イ238

53.7 ↓ 279‐3 333

58.7 202 「4,3 20273

※内訳ごとに‐四捨五入しているため、合計とは必ずしも一致しない場合がある。

※「新規鑑定分」とは‐本制度開始後に新たに認定を受けた設備である。

※ 「移行認定分」とは.再エネ特措法 (以下、「法」というぐ)施行規則第2条に規定されている、法の

施行の日において既に発電を開始していた設備、もしくは、法附則第 6条第 1項に定める特例太陽光

発電設備 (太陽光発電の余剰電力買取制度の下で買取対象となっていた設備〉であって、本制度開始

後に本制度へ移行した設備である,

出典 :資源エネルギー庁 再エネマップ
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2 地域のバイオマス利用の現状と課題

2.1 バイオマスの種類別賦存量と利用量

本村におりるバイオマスの種類別熱存量と利用量を次女及び図ドン^ナ

2.1.1廃棄物系バイオマス賦存状況

村内から排出される廃棄物系バイオ‐マスキコ:、酪農業からの家畜ふん尿や食物残さ

,そ亡どの・般廃棄物 (家庭、事業系)、下水汚泥「膳業集落排水施設〉がある

①家畜ふん尿の産出状況
木村の基幹産業{,難行農であり、法人化による人規模化が進ん、でいる“平成灘 41 月現在

の家畜飼養項数" ト龍の通りである、

表 本村における家畜飼養頭数 (平成29年 1月現在)

或牛 琶成ヰ 仔牛 乳牛

総叢徴
単ず11: 経堕墜q 朝廷牛

競 搾乳牛 乾乳牛 合計 f25 づ月 (18-24 {13‐17 「0"12

以L) ヶ月) ワ月) ヶ月}

7,328 1 1,266 1137 2,68282 12,413

鶴居村資料・

合計 a249 884 7,133 1,6「3

家畜飼養頭数のうち、乳牛が贈る%を占めており、年間のふん尿の員は以下の通りと餅

計される。

近た、大規模化が進み、飼養形態がスタンテョン方式から 7フーストー・ル形式に変わっ

たことで、ふん尿、の↑.!‐状も固形からスラリーコ′二に変わった“水分の高いふん尿は、堆肥化

:;{困難であり、好気性堺醇が太 1‐分なまま農地に遠冗されている“未熟な堆肥を敬布した

際の悪臭や環境負荷が懸念さ′も状況である。

以上の上うに、本犬ずに最も多く脈仔する乳牛のふん尿は、全量が農拝11還元に利門段され

ているものの、適切に処ナデされ/(いない場合もある。

本構想で},t飼養形態の変化から処髭が困難となってきた乳牛ふん尿を原料とし、バイオ

ガスプラン 1・で適切に処幽し、無臭や環境負荷を軽減-rるこノ:で、将来に繋がる酪農業と

-・1つ給環境を次 1氏代に残し-【し、く。
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表 家畜ふん尿の賦存是

牛の桓類 預叡 1頭当たりの 合計 (t)

ふん尿緋池量

(t/年・頭)

ぬ} {B. ずCIヨ興 X 濃}

搾乳牛 6,249 23‐725 148257,5

乾乳牛 疫341 9‐855 a7118

未お産牛/ 初妊牛 1、613 9.8551 I5.896. 「

育成牛 2,名)3 8395
1
20 73,2

仔牛 2,682 8395 22,515,4

ー 合計 13,831 215,554

②一般廃棄物の賦存量
平成 27 年度のごみ (一毅廃染物〉の鰍春量□:H1stであり、そのうら生活系-‐股廃棄物

が 612..、事業系 一般廃棄物が 206しを { める。バイオマスとして優先的に利用‐できる可燃

ごみは計 S↑51.-ぐあり、そのすべてが釧路市ま‐ぐ薄ばれ、処理されている,

表 本村における一般廃棄物の賦存量 (平成26年度実績)
一般廃棄物

生活系

事業系

合計

樽駈存塁禍 可燃ごみ代} 焼却残さ(U 不燃ごみ煩
2
6

0

26

最終処分量態

612 - 369

206 206

818 575

鶴居村資料 (‐鱗赤乗物処坪事業実態調査)

⑧廃食用油の回収量
莞食用油は村内の 般廃棄物最終処分場に一般家康零から回収してン・る。その排出量は
以 ドの通りである。

獲 本村における廃食用油の回収量 (平成27年度実績)

-厩扇面i;÷
←
11国[

④下水汚泥の産出状況
本村には、農実集落排水施設が戎潜きれており、その処理排水量、汚泥員は以下の通
り-ぐある
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表 本村における農業集落排水施設の処理量

汚泥量 (ms) E完水ケーキ (肥擬)(t)-排水処理三 (mう

著書.
624,2 3了‐○平成25 年度

半裁26 年度

191065

196,631 3360 ., 18,9

鶴居村資料

2.1.2木質バイオマスの賦存状況と利用量

木材の森林の状況は以下の通り-ぐある

村全体での森林面積は 36.78211;'であり、そのうち国有林が 13.72独 a、村石塀、が 2,916})a、

民有林が 20.142 11aを占める、森林蓄積量、では、全体で 4.420-F1f であり、民有林が最も

多く 2,364 T t.3で 539毛を占ダ〉る。

表 本村における森林面積 (平成28年)

種塾 面積(hai 構成比 蓄積 (Tma) 構成比

村有林 2,916 8% 473 「1%

民喜林 20.142 55発 2、364 53%

小計 f 23,o58 63% 2,税37 64%

国有林 13,724 37% 1,582 36%

.宴含計 36782 100% 4,420 1ば )%

享戊 27′-‐北海道材・業流言1・

本村では間伐の計画的な推進を図っており、断定間彼等促進計画を策定し、平成 25年度

(2013年度)から 32年度 (2{)Z{)年度) までの 8 ヵ年で 4,0001・a、年 )1ん均家)ohilび)間伐を行う

ことを目標としていろ“

生産材は合板、梱包材、バルブやチップ樋などに利用され . 年間 ",0()0~IQ,00om3 程度

澱州される間伐材もチップやおが粉として利用されている

2.2 バイオマス利用状況及び課題

大村は、矧1略湿原国立公園、1価寒湖、摩周湖、屈斜路湖が」1舞にあり、環境保全の観点

から家畜ふん尿の処卿を適正に行う必要ゐ物)る また、たんも上う針1絡空港からも近い立

ー隆であるため、観光輝tとして家畜ふん尿の悪奥対策にも取り組まなければならない、

現在、本村で家畜ふん尿を;節拭こ処理することが-ぐきるバイオガスプラント事業に参加

希望している酪農家が IH戸おり、村とパートナーシップをもつバイオガスプラントメーカ
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一が施設の建設ir取り掛かっている"

↓号織の稼働にあたっては、プラントメーカーの国内での稼働実績がなく :も、地域ど

の合意形成の資料作成 (処鐸 :」スト、発竃収益、消ずヒ液摘要効果) を充実させ、農業者ど

のソイードパック乞お!ない、2号機設置を十すめ、将来像の完成度を軒」←させる。

,卒業都市で ]指す略農像る構築するためドド勉漬会とアン′ケート調査をお .:ないながら

コンセンツ・スを形成した 村 -勺のバイオ‐マス資源の利用状況に′)t、ては、以下のような現

状/課題があると考えられる

①畜産バイオマス

酪農業÷,t基芋産業であり、廃棄物系バイオーマスの 95‐ィ% を乳十ふん尿が占める 塙農ー陸

帯で発生する乳牛ふん尿は 1家畜ふん尿広-に従い、各酪農家がふん尿の棒状に応じ、て処

理している‘その端泉、生産される'倒【.}ヤスラリー‘,[地域で発生する貴重な有機轡源で々 )

り、本村において≠)乳十ふん尿は全量が農一樹こ還元され‐ている‘

し力)し、

・施設やコストの制約により、水熱な堆肥化が農地に散布することが多いこと

・スラリーも十分に好気」準発酵されない、EIE散布きメ′じていること

により、臭気問題が農業環蝋の改善の制約になっ、ているだけでなく、4 活環境にも影響を

及ぼしている。今後、施設容量の問題や設備更新などを考えると、場.状の三まで‘,t乳牛ふ

ん尿のバイオ? ス資源としての利用は限界が近いと考えろ考,る.

農家向けバイオガス勉強会、アンケート調査によるバイオガスプラント計画の策定

平成 29 年には、村が主催する農家向1ブバイオガス勉強会を 6地震で開催し、全酪農家

の杖 )%以上が参加した。その後の全戸酪農家アンクート調査では、バイオガスプラントを

希望する酪農家で計 3,8E34頭〔乳牛経産牛挟算)の処理を希望してし、ることがわかった

本構想では、2 地域に建設するバイオガスフラントで、2,800 頭のふん尿 66,430t( 賦

存量の 35,3%) を利月する。

本村では既に「雪桜プラントを建設中であるが、国内にお1プる稼働実績は無い。龍後家

が最も不安視してし、るもは実績であり、利用者である酪震家の協力を待て 1号機を試験機

として、鶴居村に適応した利用システムの橋案を目指す。

3号機の建設に同1ブては、酪農家希望ではフラント処理に見合うふん尿室が確保できてい
なし、ことから、1g 機の稼働データなど酪農家への情報提供を行し、、酪農家の意見を反映さ

せた構想づくりを行う。
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.・
-■園園歪■ 【一 r 運転データ分析 1

/, 号機雷r !2 号緋 . システムの改善 .3 号樫 .,
≦ブラ
十
ン
…
ト11 1 フラン トい

十= 十十十 r 「
ノ ‘ララ十ン肝ト

…
も、(1800頭 )/ ＼{-の 0頭》 .一11400 頭 )ド

宝膿 霊園 L墨もJ
2号機の原料までは確保

平成29年度 農家の要望

オガス勉強会-.全露ア ケード掴査 平成30年度
に以降も継続

バイオガス処理希望 :3,884頭
現状では原料不足

②-般廃棄物 (可燃ごみ)
村内で発生する可燃ごみはすべて焼却姉謎で減量化し、埋立父..分されている 可燃ごみ

の中には食品加工事業所から排出される食品廃棄物もあり、バイオマス資源としての有効

利用が期待できる‘

◎廃食用油
暁食用油に、本村一般廃棄物最終処分場に一般家庭等から持ち込まれた後、‐定量集ま

った裏-特‐で釧路市内の民間業者が回収し、1lnr( バイオディー‐ゼル燃料) 化している,

④下水汚泥
村内の農業集落排水施設で堺生する汚泥櫨、施設設置者の村が塾押しているが、現在嶺

堆肥化さ才L、ブ ドウ畑に施肥され -(いる

◎木質バイオマス
木質バイオマス代現状では間伐材が生産され‐ており、ほぼ全量をおか粉、チップなどに

有効制圧されている
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表 バイオマス賦存量、利用率、利用目標量

種類 賦存量 (年間) 利m丘

215,554t 215,554L 215,554t 92148t ※ 100
1

(バイオガス 爺眼化

プラント抑理) 及びバイオガス

家畜

ふん尿

廃棄物系

バイオ

マス

623.0l ot

魔食用油 l t ー l t

下水汚泥 3360t336D L

間伐材1弄出8
間伐材 100 千 mi lo,01- 「 1QO 千 maQO 千 m‐ 100

,,④ヨー 級1L要
→○,0干 md

林地弦材 2,9T ms o 2,9 千 m3 1,500ma 52

※農家アンケート調査によるバイオガスプラント利用希望農家の家畜ふん尿量

表 廃棄物系バイオマスの活用状況と課題

活用状況 f 課題

・村内-の廃棄椀系バイオマスは既にぼとんと

か利用されてし、る。

・厩夏物系バイオマスのうち最も撤存するの
は乳牛ふん尿であり、95% を占める“

・乳牛ふん尿は舜薬物系バイオマスの中でも

最も多く、経済的、人的な投鍔が困難な状況

である.農地負荷の軽減、球壕保全などの観

点から適切な処理が必要となってきた,

・乳牛ふん尿以外の廃棄物系バイオマスは処
理コストが課題であり、バイオガスプラント

家畜61ん尿 ・現在はTMR センター及び酪農家が堆肥今

やスラリーストアでふん尿を処理し、滋地還

元,してし、る ^

・酪農家鱒 戸のうち 19戸が参加する複数
の集「1て型バイオガスプラント事業の検討を

進めている。

・1戸あたりの飼登娠数の増加に1半い、ふん

尿畳む多くなり、遮切な処理が困難になって

いる ,

・1頼あたりの搾乳三の増川-により、6、ん泳

が軟便fヒし、堆肥化処弾が困難となってきて

し、る。

・未熟な堆肥やスラリーは農地員週が大きし、

だけでなく、雑草煙肌の原因にもなフてい

る 散布給の悪臭は近隣住民の生活環境や観
光業に悪影響である.

陀民の生活環蹟
茎 1を理と有効活用が急務L 1・家畜ふん尿の葱園な処理と有効活用が急務
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I
　　　 　　　　　 　　ごみはすべて焼却滴iぜご減量化 ・含水率が高いだめ、一般廃棄物の焼宏1施設・村内の可燃ごみはすべて焼却滴iぜご減量化

し、埋立処分されている,

・一般廃棄総最終処分場に一般家庭等から樗

ち込まれた後、一定三集まった投降で鎚際中

.~の民間業者が回収し、BDF( バイオディ

ーゼル燃料)化している.

・村内の農嬰策鷺弓E水施設で発生する汚泥

は、施設設置者の可が処理しており、現在は

堆肥化され、ブドウ蜘に施肥されている,

に負荷がか1ブないように処分量を軽減す
ることが求められてし、る

・バイオガスフラントにおし、て家塗ふん尿と

・BD「牛産消不ぎご発生する副産物のグリセ

リンを家畜ふん尿と混合発話させること
を検討寸る“

・柳津費用軽減のための有効利用を検討す
る c

表 木質バイオマス・資源作物の活用状況と課題

バイオマス

間伐材
1, 活用帆況 -1 課題

・1まぼ全量がおか粉、チッフ旋はとに有効利用-まぼ全量がおか粉、チッフ旋はとに有効利用 ・既存の流通の妖げにならなし、利用方法を壊

れてし、るL 醐
i
嵩も

・現在、林地残メZは利用されてし、なし、。 ・木質バイオマス発電ブ□ジエクトで私-用謬

る 1,500ms を林地厩材から供給する。
林地残材

3 目指すべき将来像と目標

3.1 バイオマス産業都市構想を目指す背景と理由

ラムサール条約湿地に囲まれる村が采た‐す、「家畜ふん尿の適正処理」という責任

釧路湿原国立公園と阿寒国立公園に囲まれる鶴居村
木村キム 我が国最大の湿原-ぐある釧路湿原国・ァ公園と北海道で最も歴史のある国立公園

であるー剥寒国立公開に閉まれ-(きる‘他の地域で{.t既に失ってしまっている我が匡の半野

部の鵜飼…i然が保存きれており、湿i宗全体をえ批‐るヨシと故イー:するハンノキ林、蛇行する

河川等が俺成十る自然性の.計い広大な水平的景観}上 我が岡では他に類例のない特異性を

有 し‐ている。

特別天然記念物タンチョウの生息地である釧路湿原

釧路湿原はその景観だけ-さなく、 tiシ・スゲ妬などの特徴的な植物が売られ、特別天然

記念物タンチョウをはじめ、キ‐タサンショウ玖オ、エゾカオジL弓・ン串など貴重な動物が
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生息 L、ている, また、釧路湿原は、‐文化財保護法によりズ然記念物に指だされているほか、

タンチョウ等希少鳥獣の生息地』して間指定.鳥獣保護 1メ:に指定され、きちに子・のキ裏部櫨

国際的な重要.注が評価されラム・ザール条約婦一也に登録きれている‘

外国人観光客を惹きつける阿寒湖
阿寒湖に生育するマリモキネ、その美しい姿や希少性ホド)昭和 27年に文化財保護法により

国の特別大然記念物に指定され、平成 i7年 11月にe、国際的に重要な湿地 :して阿寒湖

)う1ラムサール条約尊鏡湿地に登録された 平成 28年 1月に釧路-i]さま 1観光立L.」ショーケー

ス」に選定され、さらに ;コ.7月に阿寒区立公園が、
ー
国 "公園満喫ブ .・ジコク ト に選定き

れまIJ三 Lぃずれも多くのらu外同人旅行音を惹きつけ誘致するrとを目的とLたもので

ある

快適な交通環境の提供と天然記念物の生息地の保護という責務
大村に通っている当道、道道は道東観光の中心地点にあり、観光i.る略としての機能を有

しているこ,とから、道路沿いに分布する酪農家から排出される家畜ふん尿ジ)臭気を軽減 L、

国内外の観光客に対して快適な交通焼増を提供する責務がある‘

まだ、酪農家の鋼養成放熱大により、 11=:帯あたりのふん尿処抑‐最も1者」iDしているため

臭気などの大気汚染だそナぐなく、水系・地ト水汚染などの環境に対しても r分な酢慮が必、
要‐でタフる ,

隣接する釧路市は平成潟年度、標茶町は平成 28寸度にバイ .マス産業都市の認定をう

け、釧路湿原を1州物自治体の多くが家台ふん尿処理に対して効果的′た丁綜としてバイオガ

スを選択している。これらの実見を特選することにより、ラムサール条約湿地の環境改善

を図り、滞在型の観光促進に↓り地域活性化や商業や --‐業、六次産業への大きな波及効果

をもつバイ‐マメ産業都市を日稿寸,

3.2 目指すべき将来像

料 .すは、前頃の背景や趣旨を受けて、本構想に上り、木村に存在する種々のバイオマス

の現状と課題鱗′明らかにし、これを浩元一、る事業化ブー・ジゴクトを策定し実現することじ

より、次に示す将来像を日措・れ

d)家畜ふん尿の適正処理によるラムサール条約湿地の保全と快適な交通環境の提供

②家畜ふん尿のエネルギー源としての有効利用、並びに消化液・再生敷料等としての利

活用による地域内バイオマス資源循環の実現

巻家畜ふん尿処理の労力と臭気の低減による人と自然環境に快適な農村環境の実現
④隣接した自治体と連携した広域的なバイオマス地域づ〈り
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鶴居村バィォマス産業都市構想の概要 鴻′戸踊鵜居村
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3.3 達成すべき目標

3.3.1 計画期間

本構想の計画期間は、「鶴居村総合計画」等、他の関逐計画 (詳細は、「8. 他の継域

計画どの有機的沫勝」参照) とも整合・速鹸を図りながら、平成 29年度から平成 38年

度までの io年間とする。

たミお、本構想は、今後の社会情勢の変化等を踏まえ、中間評価結果に基づき概ね 5年

後 (平成 33年度)に見直すこととする

3.3.2 バイオマス利用目標

本構想の計画期間終了時 (、1}成 39年度) に達成を図るべき利用量に′:)いての一1漂及び

数値を次表のとおり言鋤淫する

本構想では、 4に記載するようにバイオガス発電プラントを設置する、科内r賦仔亨‐

る家毒ふん尿バイオマス資源をできる鞭り多く不ーノ罰するため、当面村内に発電容量 520kw

クラスのプラントを 3某設置することを想定する。

プラント設置場斬り、酪農家アンケ-〒・調査でバイオガス-′ラントの導入希望農家が

集中している字雪担原野に箕 1号機を建設ずである,』原材料の収集、消化液の散布を効

率的に行うかめ、分散刑貯留槽の設置や、農家の既存篤識を福用‐する、

2号機代、バイオガスプラント希望農家の多い.幌呂地区を想定 L -〔いる。設置のスケジ

ュールは、第 1号機の建設、運営、原材料の受け肩 L、消化液・再々‐般料の利罰状況を

加味しながら柔軟に対応する,,

表 バイオガス発電プラント整備スケジュール

年 H29 -H30 H31 -‐→32 H33 H34 H35 H36 H36H36

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2024 2024

1号識

雪裡
麹区

2号機

　　

地区

3号撰

地区

未定

　　　
ぬ ◎

勉強会による情 1、2
粥提供、参崩農家 状況を鞘
の寿美 計画策定

L, 建設
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　　　　　　　　　　本格碑

上記に記載した‐当両刀スケジュー・ルを前提として、 -・静,:ニた‐丁目標を設定 した。

〔1) 目標年次におけるバイオマス利用率

①ふん尿の利用率
現在、縦ヨ1.・化し‐ぐi・る牧草地または農地に散布している家畜ふん尿をバイオガス発電

に有効利用する
平成 33年慶までに 2基が稼働することにより、本村の家畜排せつ物の飯‐3% に相""-

る 66.400トンの家畜ふん尿を利用する。

表 バイオマス利用目標

溌薬物系
バイオマス

木質系
バイオマス

バイオマス

全般

食品系暁薬物

魔食用油

下水汚泥

間伐材
林地残材

家畜排せつ物

利用目キー
1

家畜排せつ物の利用方法の向上 (バイオガスプラント処這)に努める一方で、

食品廃棄物等の司一月を継続ョることにより利月率 00% を継続寸る

!
現在行われてし、る1割g化については継続して特進するとともに、バイオガ

、理盲処理されている食品系廃棄物をバイオガスプラントでの混合
し、、利用率 1(X)%を目指す“

100% を継続する。

1OC)%を継続する

L 」

矧 ブ□ジェクトーこより対内の林蹴 を活用し、
-52% を目指寸、

4 事業化プロジェクト

4.1 基本方針

大村のバイズ‐マス脈仔景及び利用状況を調脅した純具、家畜ふん尿が豊富に存有するこ

が耽らかになって、る‘現在、堆肥化したふ′し尿の牧草地・耕作地への散布にふる農地

還元が行われているが、村内ドカいてバイオガス発電に適 Lたふん尿はできる限りメタン

丸「ス発酵に俵勺.して、上述のバ イオ・マスコジコ.メ レー・ションシ ステムヒ不「一廉 L 、竜気 ・熱

の生産と副次的に得られる消化液をチ1淵 Lたバメオγス山来材料の畜産への導入を両立さ

せ、バイオマス資源の有効利用を図り、地域内でのニネルギ・一、肥料等の地唇地消の莫現
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をu指す。

・①バイオガス生産で得られる消化液を固液分離し、ふん尿提供農家に還元し、液体分は

消化液として牧草地・耕作地の肥料として、固形分は畜舎の数料として活用する。

②家畜ふん尿由来のバイオガスを燃料として発電及び熱利用を行うバイオガスコジェネ

レーションシステムを導入する。

家畜ふん尿有効利用プロジェクト損、地域のバイオマス資源である家畜ふん尿を利圧

して、下記のような成果が僚特される

ア 帯磁農家の作業環境の改善
イ 家脅ふん尿の液肥化による施肥環境の改善・道 .-ゴヒ

ウ 家畜ふん尿散布時の臭気低減など農村環境の改善
‐ェ 消化液及び再生敦料‐の利用による酪農経営コスト軽減

オ パイオガス利用の新しい姿が学ぶことができるエゴ・ツ・‐リ.ズム、グリーン

ツーリズム、環境敦青の健,点

カ 地域資源による電気、熱の生産

各ブ.7ジゴクトの取り組み、期待される効米、課題等を次項以降に示す“このプロジェ

クトは、近隣市町村、北海道、事業者等と連携して笑施う-る,

表 鶴居村バイオマス産業都市構想における事業化プロジェクト

家畜ふん尿柳 堀 プ□ジエクト T 木雲バイオマス発電,熱棚バイオマス発電・熱利用

ブ□ジェクト

間伐材

.止

フnロジエクト

バイオマス 家畜ふん徽

畜産謎家

木質チップから合成ガス燃料に変

換し、ガスエンジンにて発電
変 換 嫌気性発姿によるバイオガス化

利 用 バイオガス (電気・縄) 電気、熱

O地球温暖化防止 〇

低炭素社会の構築 C

目

的

リサイクルシステムの確立

聡実物の賊三

エネルギーの割出

航災・晒災の刺策

森林の保全

目

的
′、 の 0 0

エネルギーの割出 0 0

8 -
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王鰹 盃の再生 ‐ ! ○
生物多様性の確保 ー

　　　　　 　

各主体の1激動 〇 0 -

4.2 家畜ふん尿有効利用プロジェクト

4.2.1 コンセプ ト

本本」は、乳牛飼育から発生する畜産廃棄物バイ ~マメが多、ものの、そのほとんどが堆

肥化されているため、.葛度利用がなさぎじているとは言えない。

一方で、本村の家畜ふん尿は、

d}ほぼ同一種の畜産業 {乳牛飼育) が展開しており、生産される家畜ふん尿の性質がほ

ぼ一定であるぐ

②村域で襟農家の集約が図に)れ、比較的大規模な畜産農家が近隣r存在L、家畜ふん尿

収集に有利 -ぐある。

という評価ができ、バイオマス資源の有効利用の澱地である質の揃った原材料の収集が比

較的容易な薮弊にある。

,ニれ宗- 平成 Z7年度に ー再生 uj能ェ亥ルギー地域着服1」事業調査 (グ ーンブランバ --ト

ナーシップ徳助命)」、平成 29年度に「鶴居村バイオマス活用推進計画策定業務」を実蔀

している.これら0)調査業務では、「農家を・対象としたバイオガスプラント享楽の勉強会」

「農家アングー・ト、ヒアフング調査に」~る塀,状と将来計画、プラン 1・事業への参加意思の

姉認 -などを行っておりへそれらから考え‐られる バイオガスプシン 1・事業モデル茶の策

定 -を行ってきた。

バイハマス資源の中でも本村で最も多く蘇生している畜産バイオマス‘±、近年の営農スタ

イルの変化から、堆肥化の利用だけではなく、ハイオガスブシントヒふる液肥化、バイオ

ガス化の要客が高まっていることが、農家今戸アンケ・‐ト調査に ,よりおか てきた

そこでこうLた小村畜産業の利点を4‐かし、家畜ふん尿によるバイオガス鎌電と消化液‐

再生秋特発利活用するプロジェク 1・を展開する-

4.2.2 事業の概要

①これまでの取り組み

燈



人村‐ぐは、平成 23年度より畜産バイオガスプラントが建設中であるが、村、バイオガス

事業昔及び利用者である農家との痛報交換がィ・足しており、事業罰・薗の詩希mが決定してい

なかった 平成 29年度お、農家i二iHのバイオガス勉強会、バイオガス事業への参加を希望

する農家数 (バイオーデス取扱量) を決定する舎ぬの煎礎話査である農家アンケーテ・調査を

実施 Lた,

・日時/ 場所

・4月 25 ur 火 )13:30~ 下雪桜 )ミュ;テ′ビンタ‐

ー9:30~ 茂雪棚コミュ;ティセンター

・4 月 26 u〔太 } 13:30~. 支雪神‐滅ぶティセンター

19:30~ 上 -1.晃呂コミニテ′センター

4月 27 ](小)19:30~- 幌邑農村競境改善センクー

4月 Zs u(金 )19:30~ 下久著自責ユニテ代ンタ-

・開催趣旨

地域の青重な財産、であるふん尿を原料する事業‐ぐあり、勉強会を道 .二て農家の要望を取

り入れた事業計画を作成する 大事業では、紬強会、アンケー 1・調査を行い、将来の増頭

計画も含めて家畜ふん尿処錐に′〆、て考え、村と農家の意見交換の機会を増やし、村・農

家の意局,を LEとめ・〔計画を作成し、建設甲のプラン ;・(事業) へ反映させることを目的と
‐する

1く1)圏スに関す盤霜供
1

・メタン発酵‐バイオガスプラントの樵造
・先進地域のバイオガス事業概要 など

　　　　 　鶴居村バイオガス事業に関する質問、要
望の確認

欄議麗萱葺i --{3)鋤蝶とめ1+L:凝 議綴F1

・バイオガスプラントへの参加希望

村内 83戸の酪農・芥葦農家にバイオガスプラントヘ刀参加希望謂査を行った.25 戸から

回答が得られており、参加 IH戸、不参加 5戸、検討中 3戸及び末記,人が 1戸、回答者の 7碗も

(農家全体で{,t23%)から参加への前向きな回答が得られている,

参加、検討中の農家において希塞する運営形態は個別型 37T、集中型 16戸-ぐある.
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表 バイオガスプラントへの参加希望調査結果

バイオガスプラント参加不唾動じ

　　　

不参加

未記入

3 戸

5P

　　

25 戸ー縮
ー
T自信十

・参加希望農家(検討中含む)の飼養頭数

参加希望農家 {検討中含む)の現時,急における飼養頭数は、捌.川越産↑が 2,341頭、乳帯

育成十が 1,949頭、肉用牛 :合わせて合計・ィ,355頭となっており、1{)午後{坪 L用経産牛が

3,036頭、乳用育成牛が 2,35()頃、肉用牛と合わせて 5,431頭である。ふん尿量は、乱用紐

産↑が 55希 lot′年、乳用育成牛が 16,362L,′年、肉用牛と合わせて合計 72,ィ59V 年となって

おり、10 午後は乳用経ー姿牛が 72 02』'-ノ年、乳用育成牛が 19,7281.均 ;、肉用牛と合わせて

堰 館L/F と予想、される“

表 バイオガスプラント参加希望農家 (検討中含む)の飼養頭数

ふん尿
ヒ
ノ年)
1開化 「0年後

55.540 - 72,029 ,

飼養頭叡
種 別 - 現在 10年後

乳月耀嘩牛 2.341

乳用育成牛 1,949

2,760

2,140 16,362 19,728

137 13了-刻用肥昔牛 15 15

翼用育成牛 に0 25 420210

合計 4,355 4,94072,459 92148

経産牛換算 (‐詞. 3,054 3,884

勉強会でバイオガス事業に対する酪農家お考える事業の課題、要望等を鈴認Lた。謀顕
克服 }て向けた対応策について検討を冬]い、バノオ‐マスぷ業都市構想、今後は)バイオガス.事

業計画を特進する 明らかになった主な課題渋、「事業の進め方、村、JA、事業者の推進

体制」、「事業計画、農家の経済負担体制」、「事業実績、技術面の課題」でか)る.課題

と対策案を以ドに示す、
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